
千葉日報報道（平成 24 年 5 月 26 日～6 月 18 日） 

水道水 浄水場からホルムアルデヒド。情報共有、処理能力に課題。ライフラインの確保、パニック防止のための方策必要。 21 面 5.26 

アレルギー 皮膚炎起こす金属に注意、20代女性、装飾品で。 20 面 5.26 

地域医療 東千葉 MCが起工。地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターは、28日、救急基幹病院、東千葉メディカルセン

ター（MC）の起工式を東金市丘山台３の建設予定地で行った。７月１日から、本工事に入る。 

8 面 5.29 

病院経営 旭中央病院、時間外救急に料金上乗せへ。背景に患者の一極集中。 1 面 5.30 

統合失調症 発症遺伝子を発見、愛知の研究チームら。 19 面 5.30 

病院経営 キッコーマン総合病院、隣接地へ移転、新施設完成。産科診療を８月再開へ。 10 面 6.2 

計画停電 影響懸念、1200 病院に人工呼吸器共同通信アンケート。 19 面 6.3 

高齢社会対策 高齢者って何歳から？65歳で線引き、見直しへ。支え手不足背景へ。 2 面 6.3 

災害 大学に警察拠点、淑徳大と千葉中央署が協定。 7 面 6.8 

危機管理 被災者や医師輸送で協定、市原市市内バス、タクシー会社と。 9 面 6.8 

タバコ 全国喫煙率で初の数値目標。22 年度までに 12％へ。 19 面 6.9 

死亡時間 画像を解剖や教育にも活用、福井大 Aiセンター試み。 17 面 6.10 

死因 死因究明２法が成立： 

国は死因究明の推進施策を総合的に策定、実施する責務がある。 

警察は法医学者らの意見を聞き、必要と判断すれば、遺族の承諾を得ることなく解剖できる。 

内閣府に死因究明推進会議を設置する。 

19 面 6.16 

脳死 最年少の心臓移植、無事終了。脳死男児から女児らに。 21 面 6.16 

飛び入学 全国最多の入学者数を誇る千葉大学は各界に多くの人材を輩出している。だが、裾野広がりは鈍く県内他大学に追随

の動きはほとんどない。 

19 面 6.18 

虐待 東京工業大宮崎祐介准教授説明し、頭を前後に揺さぶると首がむち打つようにしなる。脳が頭がい骨より遅れて動く

ことを、実験で示した。実験結果後、自らの虐待行為を認めたという父親は逮捕された。近い将来、事故か虐待かを

判定する強力なツールになりそう。 

18 面 6.18 

地域貢献 文部科学省は 17 日、環境や観光など幅広い分野を対象に、地域と協力する中小規模の私立大への財政支援。 18 面 6.18 

 


